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チームオレンジのモデル実施により、キャラバン・メイトや認知症サポーターを増やし、認知症の普及啓発を行う。
7月に認知症講演会と認知症サポーター養成講座、10月にアートフォーラムあざみ野にて「アートを楽しもう」、誰
でも来られる交流カフェ、10月～12月に荏田小学校での認知症サポーター養成講座を地域の認知症サポーター
やキャラバン・メイトと共に実施する。

包括レベル地域ケア会議を通じて、ケアプラザの相談機能の周知方法や、高齢者に関する相談先案内カードの
利用促進について検討していく。

□ 区からのコメント

令和６年度 荏田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
エリア内の高齢化率については、地区によって１０％台～３０％台と開きが大きい。包括への相談件
数においても例年増加の傾向にある。今後も高齢化率の増加に伴い、認知症を患う方や相談ケース
が増えてくると思われます。一方で、子育て世代の情報については把握が進まない現状がある。一
昨年度、昨年度と実施した地域住民向けのアンケート結果を元に、つながり作りの取組みや新たな
活動について、地域福祉保健計画と連動した取組みを地域と進める方向です。また、認知症になって
も安心して暮らせる地域作りを目指し、チームオレンジのモデル事業を活用した事業を進めます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

荏田地区社協があざみ野南における「つながり作り」を目指した取組を継続できるように支援する。

見守りの取組状況を把握できていないエリアのアセスメントをする。

地域の小学生を対象に、障害者と一緒にカレーをつくる事業を開催する。この場を通じて、地域の子どもたちが多
様性を理解するきっかけをつくる。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者1名(常勤兼務)、生活相談員5名(常勤兼務2名、
非常勤兼務3名）、看護職員5名（非常勤兼務)、
介護職員11名(常勤兼務2名、非常勤兼務9名）
機能訓練指導員5名(非常勤兼務5名)

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】
昼食代：800円

【実施日数】
359日
【提供時間】
10：15～15：20
【定員】
30名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービス
に要する費用の額の算定に関する
基準（厚生労働省告示第百二十八
号）に基づく金額

【その他料金】

（１）身体機能の維持・向上を目標に一日二
回の体操プログラムの充実を図り、実施しま
す。
（２）地域住民（ボランティア）の協力も得な
がら、ご利用者自らが行いたいレクリエー
ションを選択できる環境作りを行います。

【サービスに係る費用】
（※1割負担）
要支援1　1,928円　要支援2　3,882円
要介護1　　611円　要介護2　　722円
要介護3　　833円　要介護4　　944円
要介護5　1,055円

利用
料金

142名 要介護　168件

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

常勤職員：2名
非常勤職員：1名 【常勤兼務】１名　【常勤専務】１名　【非常勤専従】３名

【非常勤専従】１名

令和６年度荏田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

利用者及び家族等が、複数事業所やサービスから選
択ができるように、一覧を提示します。また各事業所
の特徴などを把握の上で説明し、ニーズに沿った、情
報提供をします。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

朝夕礼にて、直近に起きたヒヤリハット等の共有を実
施し、事故を未然に防ぐようにします。また、当日の個
人情報を扱う内容や作業場所の確認等を実施し、事
故防止に努めます。加えて、全職員への意識付けとし
てコンプライアンス研修を年に1回以上実施しします。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

心身機能の改善だけでなく、地域の中で生きがいや
役割をもって生活できるよう、「心身機能」「活動」「参
加」にバランスよくアプローチするケアマネジメントが
できる。

【その他料金】

居宅介護支援事業

クライアントの思いに寄り添い、医療福祉に関する関
係機関や地域の皆様と協力して在宅生活の支援をし
てまいります。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

17,829,414 17,829,414 17,829,414 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

2,946,500 2,946,500 2,946,500

20,775,914 0 20,775,914 0 20,775,914

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,190,914 0 13,190,914 0 13,190,914
本部経費なし

11,217,914 11,217,914 11,217,914

964,000 964,000 964,000

911,000 911,000 911,000

10,000 10,000 10,000

6,000 6,000 6,000

82,000 82,000 82,000

0 0

1,698,500 0 1,698,500 0 1,698,500
本部経費なし

30,000 30,000 30,000

600,000 600,000 600,000

10,000 10,000 10,000

0 0 0

350,000 350,000 350,000

80,000 0 80,000 0 80,000

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 77,000 77,000 77,000

150,000 150,000 150,000

0 0

35,000 35,000 35,000

5,000 5,000 5,000

35,000 35,000 35,000

77,000 77,000 77,000

36,000 36,000 36,000

15,000 15,000 15,000

275,500 275,500 275,500

2,948,000 0 2,948,000 0 2,948,000
本部経費なし

0 0 0

2,948,000 2,948,000 2,948,000

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

4,304,000 0 4,304,000 0 4,304,000
本部経費なし

2,800,000 2,800,000 2,800,000

627,000 627,000 627,000

97,000 97,000 97,000

480,000 0 480,000 0 480,000

空調衛生設備保守 21,000 21,000 21,000

消防設備保守 25,000 25,000 25,000

電気設備保守 42,000 42,000 42,000

害虫駆除清掃保守 28,000 28,000 28,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 364,000 364,000 364,000

0 0

300,000 300,000 300,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

1,107,000 0 1,107,000 0 1,107,000
本部経費なし

0 0

1,107,000 1,107,000 1,107,000

0 0

0 0

0 0
本部経費なし

23,722,414 0 23,722,414 0 23,722,414

△ 2,946,500 0 △ 2,946,500 0 △ 2,946,500

0 0 0 0 0

2,948,000 0 2,948,000 0 2,948,000

△ 2,948,000 0 △ 2,948,000 0 △ 2,948,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他

支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

太陽光パネル保守点検

太陽光パネル保守点検
太陽光パネル修繕（追加）

太陽光パネル修繕（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和６年度　「荏田地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,259,877 24,259,877 24,259,877 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より
300,000 300,000 300,000 横浜市より

5,951,811 5,951,811 5,951,811 横浜市より
0 0

0 0

4,856,000 4,856,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

4,856,000 4,856,000 4,856,000

35,521,688 0 35,521,688 0 35,521,688

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

36,816,688 0 36,816,688 0 36,816,688
本部経費なし

27,225,688 27,225,688 27,225,688
3,786,000 3,786,000 3,786,000
4,070,000 4,070,000 4,070,000

30,000 30,000 30,000
24,000 24,000 24,000

1,681,000 1,681,000 1,681,000
0 0

950,000 0 950,000 0 950,000
本部経費なし

30,000 30,000 30,000
150,000 150,000 150,000
50,000 50,000 50,000

0 0
300,000 300,000 300,000

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0
0 0
0 0
0 0

20,000 20,000 20,000
10,000 10,000 10,000
40,000 40,000 40,000

0 0
0 0

350,000 350,000 350,000

1,404,000 0 1,404,000 0 1,404,000
本部経費なし

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
154,000 154,000 154,000
300,000 300,000 300,000
220,000 220,000 220,000

0 0

1,081,000 0 1,081,000 0 1,081,000
本部経費なし

726,000 726,000 726,000
167,000 167,000 167,000
26,000 26,000 26,000

162,000 0 162,000 0 162,000
空調衛生設備保守 6,000 6,000 6,000
消防設備保守 7,000 7,000 7,000
電気設備保守 11,000 11,000 11,000
害虫駆除清掃保守 8,000 8,000 8,000
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 130,000 130,000 130,000

0 0

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
本部経費なし

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0
本部経費なし

40,377,688 0 40,377,688 0 40,377,688
△ 4,856,000 0 △ 4,856,000 0 △ 4,856,000

0 0 0 0 0
774,000 0 774,000 0 774,000

△ 774,000 0 △ 774,000 0 △ 774,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【生活支援】

令和６年度　「荏田地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

8,122 8,122 26,007 26,007 55,201 55,201

0 0 0 1,799 0 0 5,507 0 0

事業・負担金収入 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

8,122 0 8,122 27,806 0 27,806 60,708 0 60,708

1,922 1,922 19,261 19,261 39,740 39,740

0 65 65 755 755

0 547 547 19,951 19,951

0 0 0

3,704 0 3,704 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0

消費税 0 0 0

介護予防プラン委託料 3,704 3,704 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

5,626 0 5,626 19,873 0 19,873 60,446 0 60,446

2,496 0 2,496 7,933 0 7,933 262 0 262

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和６年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：荏田地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



荏田地域ケアプラザ

1 荏田地区 体操・茶話会 平成26年度６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

地域住民の交流と健康づくりを目指す。

１：高齢者 2

・体操等のスポーツを通じた健康づくりと
交流の場を提供する。
・奇数月（５月及び１月を除く）の第１金曜
日10:00～11:30。

2 あざみ野南４丁目サロン 平成28年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

地域ケアプラザまで足を運ぶことが困難
な、246号線以北在住の高齢者の集いの
場としての役割を目指す。 １：高齢者 5

・参加者同士の歓談、またレクリエーショ
ン（漢字脳トレクイズほか）等を実施する
サロン。
・奇数月の第２水曜日13:30～14:30。

3
よこはまシニアボランティアポ
イント事業のボランティア登録
研修会

令和５年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

高齢者層の新しい担い手を発掘する。

１：高齢者

・よこはまシニアボランティアポイント事業
の要綱に従ったボランティア登録研修会
を実施。
・R７年１月予定。

4
「あざみ野南１および２丁目の
つながりづくり」事業

令和５年度 ６：共催（２と３）
２：発展させる
ねらい

あざみ野南２丁目の住民が必要と感じて
いる「食料品等を買うことのできる場」の
提供を通じて、地域住民同士のつながり
作りや将来に備えた相談先として地域ケ
アプラザの機能の周知を目的とする。

１：高齢者 5 ・調整中。

5 太極拳体験会 令和６年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

高齢者が関心の高い『健康』と『食』を通じ
て、参加者同士がつながり、顔見知りにな
る機会をつくる。 １：高齢者 5

・CP登録団体を講師に迎えた太極拳体
験。体験終了後、参加者が共にランチを
楽しみ交流する場を設ける。会場：赤田東
公園。
・令和６年６月14日10：30～13：00。

6 セカンドライフ講座（仮） 令和６年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

セカンドライフを迎える世代が関心の高い
講座を連続開催することで、参加者同士
がつながり、身近な地域活動への参加す
る機会をつくる。 １：高齢者 5

・「健康と暮らし」および「歴史と文化」を
テーマにした講座を全４日間で実施。会
場：荏田コミュニティハウス。対象：概ね60
歳以上の方。
・令和６年10月10・24日、11月 7・21日の
全日10:00～11:30。

7 えだぴよ 平成20年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

未就学児の子どもを持つ親子が交流でき
る場を提供するために実施する。また、担
い手として地域住民にも参加してもらい、
家族と地域住民との交流の場を提供す
る。

３：養育者及
び乳幼児

5

・毎月第４金曜日9:30～11:30。
・未就学児親子の子育てフリースペース。
・６月に歯科教室を実施。
・12月のみ第３金曜日に開催し、茶話会と
合同開催で多世代交流を行う。

8 茶話会 平成18年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域に住む高齢者の外出機会の創出と、
介護予防の観点から実施する。また、地
域のボランティアの活躍の場とします。

１：高齢者 5

・毎月第３金曜日13:30～15:00。
・12月のみ9:30～11:30に開催し、えだぴよ
と合同開催で多世代交流を行う。
・毎回体操と参加者同士交流の時間を取
り入れる。
・包括部門と連携し、毎回ミニ講和を開催
する。

9 登録団体交流会 令和２年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

荏田地域ケアプラザに登録している団体
に荏田地域ケアプラザの機能や貸館利用
方法を改めて説明するために実施する。
また、地域の団体同士が交流する機会を
創出する。

５：地域

・4/26に実施。
・ケアプラザの機能、貸館、団体Ⅱ福祉保
健活動、ロッカー使用について説明する。
・サブコも参加し、団体同士、CPと団体と
の交流を深める。

10 ボランティア交流会 令和５年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザに登録している個人ボランティ
ア同士の交流の場を提供し、情報共有や
今後の活動について考えるきっかけとす
るために実施する。
また、ケアプラザ職員が参加することで職
員とボランティアが連携を深める一助とす
る。

５：地域
・1/31に実施。
・ボランティア同士、ボランティアとCPとの
交流を行う。

11 福祉教育 平成22年 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

地域には高齢者や障害者等、さまざまな
人がいることを知ることで多様性を理解
し、相互に助け合いながら暮らす地域共
生社会を目指すために実施する。

４：子ども・青
少年

・包括より認知症サポーター養成講座実
施する。
・えだ福祉ホームより障害について講座を
行う。
・荏田小学校４年生対象。

12 えだ家 平成26年
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

一人暮らしの高齢者を対象に、地域のボ
ランティアによる見守りを兼ねたお弁当を
配食するために実施する。 １：高齢者

・毎週木曜日に見守りを兼ねて手作りお
弁当の配食を実施。
・8月・祝日・5/2お休み。
・令和６年９月で活動終了。

13 介護者のつどい 平成20年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

参加者に介護に関するさまざまなテーマ
についての知識や情報を得たり、日頃の
思いを自由に気軽に語り合うことができる
ことを目的をして実施。

１：高齢者 年４回実施.

令和６年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他


	収支予算書・報告書＜地活＞
	収支予算書・報告書＜包括等＞
	収支予算書・報告書＜介護保険事業分＞
	ADPCE79.tmp
	公表用

	ADP1C0.tmp
	様式２ 

	ADP821.tmp
	様式４

	ADP2BC3.tmp
	様式２ 




